
一般質問

す
れ
ば
再
生
は
出
来
る
。

　

外
交
・
防
衛
に
関
し
て
地

方
か
ら
の
発
信
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

仙
谷
官
房
長
官
の
自
衛

隊
に
対
す
る「
暴
力
装

置
」
発
言
に
対
し
て
ど
う
考

え
る
か
。

町
長

新
聞
報
道
な
ど
で
は

「
赤
い
官
房
長
官
」
と
も
書

か
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
私

と
し
て
は
言
い
に
く
い
し
答

弁
で
き
な
い
。

靖
国
神
社
参
拝
に
対
す

る
考
え
方
は
ど
う
か
。

昨
年
８
月
、
兵
庫
県
で

18
人
が
死
亡
し
２
人
が

行
方
不
明
と
な
っ
た
豪
雨
災

害
で
、
町
の
避
難
勧
告
の
遅

れ
が
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
と

し
て
町
に
数
億
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
る
訴
訟
が
起
こ
っ

て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
、
去
る
７

月
14
日
、
仙
養
東
自
治
振
興

会
の
忠
原
班
で
ま
さ
か
の
大

災
害
が
発
生
し
た
。
人
命
へ

の
直
接
被
害
を
回
避
で
き
た

こ
と
は
、
役
場
職
員
の
適
切

な
判
断
と
指
示
、
さ
ら
に
関

係
者
の
敏
速
な
行
動
は
大
い

に
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
。
し

か
し
、
人
命
へ
の
被
害
が
な

か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。

　

行
政
と
し
て
、
原
因
究
明

と
対
処
し
た
事
等
々
検
証

し
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
今
後
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

町
長

大
変
な
雨
量
が
原
因
で

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
。

　

人
的
災
害
が
な
か
っ
た
こ

と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
る
。

　

災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、

　

基
準
値
を
超
え
る
災
害
に

つ
い
て
は
速
や
か
に
対
策
本

Ｑ

答

問

ロ
シ
ア
大
統
領
の
突
然

の
北
方
領
土
訪
問
・
尖

閣
諸
島
事
件
・
ヨ
ン
ビ
ョ
ン

島
攻
撃
な
ど
に
対
す
る
政
府

対
応
は
、
主
権
国
家
と
は
言

い
難
い
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
国
は
大
丈
夫
と
思
わ

れ
る
か
。

町
長

政
府
の
迷
走
の
原
因
は

鳩
山
前
政
権
に
あ
る
。

　

菅
政
権
は
前
政
権
の
負
の

遺
産
を
引
き
継
い
だ
。

　

民
主
党
政
権
は
、
言
葉
が

軽
い
。﹁
国
民
の
生
活
が
第

一
﹂
を
掲
げ
、
選
挙
目
当
て

ＱＡ

国と地方のすみ分けをすれば
再生できる

答

問

の
バ
ラ
マ
キ
だ
。
民
主
党
に

は
綱
領
も
な
く
、
３
０
０
余

名
の
国
会
議
員
の
考
え
方
が

バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

　

国
と
地
方
の
政
治
は
、
す

み
分
け
が
必
要
だ
。

　

生
活
関
連
の
６
割
は
財
政

を
含
め
基
礎
自
治
体
に
任

せ
、
外
交
・
防
衛
は
国
が
担

う
。

　

町
長
と
し
て
１
１
，
５
０
０

余
の
町
民
の
生
命
・
財
産
を

死
守
す
る
こ
と
は
当
然
だ
。

　
﹁
国
や
ぶ
れ
て
山
河
あ
り
﹂

の
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
政

治
の
す
み
分
け
を
き
ち
ん
と

町
長

油
木
町
長
時
代
も
含

め
、
こ
れ
ま
で
10
回
く
ら
い

Ａ

Ａ

部
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
今
後
に
備

え
た
い
。

　

地
滑
り
地
域
と
い
う
特
殊

な
地
域
で
あ
り
、
調
査
結
果

も
あ
る
と
思
う
が
、
国
・
県

へ
も
出
来
る
だ
け
早
い
復
旧

を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

建
設
課
長

豪
雨
に
加
え
て
、
大
変

軟
質
な
泥
岩
が
砂
岩
の
上
に

あ
る
地
質
が
地
す
べ
り
発
生

の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

Ａ

忠原地区地すべり災害

小林　貢議員

三和統合小学校建設中

マニュアル化して対応する

初
期
対
応
も
不
十
分
で
あ
っ

た
と
率
直
に
反
省
し
て
い
る
。

想定外災害に備えよ日本国は大丈夫か

片山元八郎議員

Ｑ

Ａ

参
拝
し
て
い
る
。
な
ん
の
抵

抗
感
も
な
い
。

一般質問

受
け
る
。
農
業
の
衰
退
を
ま

ね
き
地
域
全
体
の
活
力
が
損

な
わ
れ
る
の
で
断
固
反
対
し

た
い
。農

業
法
人
の
経
営
状
況

と
、
法
人
化
へ
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

町
長

米
作
主
体
の
法
人
は
厳

し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
町
独
自
の
小
規
模
の
法

人
も
検
討
し
た
い
。

本
町
の
人
口
推
移
と
人

口
増
へ
の
対
策
は
。

町
長

今
後
と
も
減
少
は
続
く

と
認
識
し
て
い
る
。

　

定
住
促
進
事
業
、
少
子
化

対
策
な
ど
そ
の
時
の
課
題
に

そ
っ
て
地
道
に
取
り
組
む
。

井
関
定
住
団
地
販
売
へ

の
評
価
は
。

町
長

初
年
度
の
販
売
と
し
て

は
17
区
画
は
順
調
だ
と
思
っ

て
い
る
。

工
業
団
地
の
整
備
は
。

町
長

小
規
模
な
団
地
を
考
え

て
も
よ
い
。

新
規
就
農
者
支
援
事
業

の
継
続
は
。

町
長

経
営
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
す
る
。

町
の
独
自
性
を
出
す
た

め
保
育
料
の
無
料
化
な

ど
を
打
ち
出
し
て
は
。

町
長

昨
年
は
三
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
あ
っ
た
の
で
出
来
な

か
っ
た
が
、
今
年
は
町
民
の

生
活
関
連
予
算
に
軸
足
を
置

き
検
討
し
た
い
。

大
学
、
専
門
学
校
生
に

奨
学
金
制
度
を
創
設
し

町
内
で
就
職
、
就
農
者
に
は

返
済
免
除
す
る
制
度
を
考
え

て
は
。町

長
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
政

策
な
ら
検
討
に
値
す
る
と
思

う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
）
参
加
の

場
合
、
本
町
へ
の
影
響
は
。

町
長

基
幹
産
業
で
あ
る
水

稲
・
畜
産
は
壊
滅
的
打
撃
を

Ｑ

答

問

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
井
関
団

地
・
統
合
小
学
校
建
設
）
が

終
わ
り
、
軸
足
が
ソ
フ
ト
事

業
に
移
行
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
新
年
度
施
策
の
柱
は
。

町
長

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
や
っ
て
き
た
が
、
今
後

は
運
営
管
理
と
な
り
、
ソ
フ

ト
事
業
が
中
心
と
な
る
。

　

源
流
の
里
の
維
持
再
生
は

補
助
金
か
ら
人
へ
と
人
的
支

援
と
す
る
。
自
治
振
興
会
が

中
心
と
な
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
育
成
・
強
化
を
図
る
。

Ｑ

答

問

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
有
効
活
用
し
た

安
心
・
安
全
の
く
ら
し
の
確

保
、
町
立
病
院
を
核
と
し
た

保
健
福
祉
の
充
実
、
定
住
対

策
も
施
策
の
核
と
す
る
。

す
で
に
事
業
を
立
ち
上

げ
た
源
流
の
里
に
は
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
が
必
要
だ
。

町
長

事
業
展
開
を
し
て
い
る

地
域
の
源
流
の
里
に
は
出
来

る
限
り
の
支
援
を
す
る
。

井
関
団
地
の
完
売
目
標

は
。

町
長

３
年
を
目
安
に
50
区

目
標
達
成
が
厳
し
い
の

で
は
。

町
長

販
売
促
進
に
は
い
ろ
い

ろ
と
手
を
打
つ
が
、
条
件
緩

和
・
不
動
産
業
者
へ
の
一
括

販
売
も
視
野
に
入
れ
た
戦
略

も
構
築
出
来
る
か
と
思
う
。

農
地
荒
廃
が
進
ん
で
い

る
。
地
域
農
業
を
守

る
に
は
法
人
へ
の
組
織
化
が

不
可
欠
だ
。
現
行
の
補
助
金

交
付
要
綱
で
は
効
果
が
少
な

い
。
将
来
を
見
据
え
た
改
正

が
必
要
で
は
。

Ａ

Ａ

子育て支援・定住対策に
取り組む

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ

町
長

法
人
へ
の
組
織
化
は
必

要
と
思
っ
て
い
る
。
補
助
金

の
交
付
な
ど
で
町
単
独
の
小

規
模
法
人
化
を
進
め
た
い
。

 

補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正

は
必
要
と
思
っ
て
い
る
。
新

年
度
に
間
に
合
わ
す
。

Ａ

いずみ保育所発表会

Ａ

Ｑ

荒廃地現地調査

ソフト事業へ移行

画
、
残
り
は
お
お
む
ね
２
年

を
目
途
と
し
平
成
27
年
３
月

を
完
売
目
標
と
し
て
い
る
。

藤田晃己議員瀬尾征爾議員

人口増への対策は新年度施策の柱は

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱ

ＡＡＱ

ＱＡ

ＱＡ
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